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第 １ 章  調 査 概 要 
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第１章 調査概要  

 

１．調査目的  

駅の利用状況や消費動向を把握し、小売事業者やサービス事業者の販路力強化のための基礎資料

として活用するため本調査を実施した。 

 

２．調査方法 

調査員によるヒアリング調査 

（１）調査地点 

ＪＲ海田市駅、ＪＲ矢野駅、ＪＲ向洋駅 

（２）調査対象者 

調査対象駅の電車利用者 

（３）調査期間 

調査日：９月８日（金）、９月９日（土） 

調査時間：10：00～17：00 

 

３．回収結果 

 

 回収数 

ＪＲ海田市駅 222 

ＪＲ矢野駅 212 

ＪＲ向洋駅 242 

合 計 676 

 

４．調査結果の見方 

（１）本文及び図中に示した調査結果の数値は百分比（％）で示してある。これらの数値は小数

点以下第２位を四捨五入しているため、全項目の回答比率の合計が 100.0％とならない場

合がある。 

（２）複数の回答を求めた質問では、回答比率の合計が 100.0％を超えることがある。 

（３）報告書中の図表では、コンピューター入力の都合上、回答選択肢の表現を短縮している場

合がある。 
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第 ２ 章  調 査 結 果 
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平日（９/８）

51.2%

休日（９/９）

48.8%

(n=676)

海田市駅

32.8%

矢野駅

31.4%

向洋駅

35.8%

(n=676)

男性

35.7%

女性

64.3%

(n=676)

第２章 調査結果 

１．回答者の属性 

（１）調査場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）性別 
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10.4 

19.8 

9.1 

11.7 

16.5 

14.9 

11.7 

9.4 

10.3 

14.9 

13.7 

16.1 

12.6 

13.2 

14.0 

24.3 

13.2 

20.2 

14.4 

14.2 

15.3 

海田市駅(n=222)

矢野駅(n=212)

向洋駅(n=242)

(%)0 20 40 60 80 100

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

20歳未満

12.9%

20歳代

14.3%

30歳代

10.5%

40歳代

14.9%

50歳代

13.3%

60歳代

19.4%

70歳以上

14.6%

(n=676)

（４）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 年齢（調査場所別）】 
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【図表 性・年齢（調査場所別）】 

 

 

 

 

 

  

43.5 

50.0 

42.3 

21.2 

32.1 

25.9 

56.3 

40.5 

40.0 

35.0 

24.1 

35.7 

32.1 

30.0 

36.4 

38.9 

44.0 

23.1 

41.2 

34.7 

35.1 

56.5 

50.0 

57.7 

78.8 

67.9 

74.1 

43.8 

59.5 

60.0 

65.0 

75.9 

64.3 

67.9 

70.0 

63.6 

61.1 

56.0 

76.9 

58.8 

65.3 

64.9 

20歳未満(n=23)

20歳代(n=26)

30歳代(n=26)

40歳代(n=33)

50歳代(n=28)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=32)

20歳未満(n=42)

20歳代(n=35)

30歳代(n=20)

40歳代(n=29)

50歳代(n=28)

60歳代(n=28)

70歳以上(n=30)

20歳未満(n=22)

20歳代(n=36)

30歳代(n=25)

40歳代(n=39)

50歳代(n=34)

60歳代(n=49)

70歳以上(n=37)

(%)0 20 40 60 80 100

男性 女性

海
田
市
駅 

矢
野
駅 

向
洋
駅 
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会社員

29.6%

公務員・団体職員

2.5%

自営業

1.3%

専業主婦

（主夫）

20.0%

パート・アルバイト

14.3%

学生

15.5%

無職

12.4%

その他

0.3%

無回答

4.0%

(n=676)

29.6 

22.5 

27.4 

38.0 

2.5 

3.6 

1.9 

2.1 

1.3 

0.9 

2.9 

20.0 

23.0 

24.1 

13.6 

14.3 

19.8 

9.9 

13.2 

15.5 

12.2 

25.0 

10.3 

12.4 

11.7 

8.0 

16.9 

0.3 

0.8 

4.0 

6.3 

3.8 

2.1 

全体(n=676)

海田市駅(n=222)

矢野駅(n=212)

向洋駅(n=242)

(%)0 20 40 60 80 100

会社員 公務員・団体職員 自営業 専業主婦（主夫）

パート・アルバイト 学生 無職 その他 無回答

（５）職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 職業（調査場所別）】 
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中区

2.1% 南区

6.7%

安芸区

34.3%

府中町

14.2%

海田町

10.9%
坂町

2.7%

呉市

5.9%

その他

23.2%

(n=676)

52.1 

29.0 

24.7 

1.8 

0.7 

14.9 

3.4 

0 20 40 60

配偶者

子ども

親

孫

その他

同居者はいない

無回答

(%)(n=676)

2.1 

2.7 

1.4 

2.1 

6.7 

3.2 

1.9 

14.0 

34.3 

34.7 

55.2 

15.7 

14.2 

4.1 

1.9 

34.3 

10.9 

29.3 

0.9 

2.9 

2.7 

2.3 

1.9 

3.7 

5.9 

8.6 

8.0 

1.7 

23.2 

15.3 

28.8 

25.6 

全体(n=676)

海田市駅(n=222)

矢野駅(n=212)

向洋駅(n=242)

(%)0 20 40 60 80 100

中区 南区 安芸区 府中町 海田町

坂町 呉市 その他 無回答

（６）居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 居住地区（調査場所別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）同居者 
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22.8 

14.9 

20.3 

14.6 

15.1 

14.4 

11.2 

15.1 

12.1 

13.3 

9.5 

15.8 

9.1 

11.9 

電車に乗る(n=232)

電車から降りた(n=444)

(%)0 20 40 60 80 100

10時台 11時台 12時台 13時台

14時台 15時台 16時台 無回答

17.6 16.6 14.6 13.8 12.9 13.6 10.9 全体(n=676)

(%)0 20 40 60 80 100

10時台 11時台 12時台 13時台

14時台 15時台 16時台 無回答

問１ 現在の状況をお答えください。（１つに○） 

また、この調査票を受取った時刻はいつですか？ 

 

①調査時の状況 

 

 

 

 

 

 

②調査票受取時刻 

34.3 65.7 全体(n=676)

(%)0 20 40 60 80 100

電車に乗る 電車から降りた 無回答

２．現在の状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査時の状況について、乗車時が３割台半ば、降車時が６割台半ばとなっている。 

調査票受取時刻について、すべての時間帯で１割台と均等にアンケートの配布・回収を行った。 

 

 

【図表 調査票受取時刻（電車の乗降状況別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査票受取時刻について、電車の乗降状況別にみると、乗車時は午前中が４割台半ば、降車時

はすべての時間帯で１割台となっている。 
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18.8 

14.8 

2.7 

2.8 

3.1 

28.4 

2.1 

0.0 

0.4 

4.6 

2.1 

2.1 

17.0 

1.2 

0 10 20 30 40

向洋駅

海田市駅

安芸中野駅

中野東駅

瀬野駅

矢野駅

坂駅

水尻駅

小屋浦駅

広島駅

天神川駅

呉駅

その他

無回答

(%)(n=676)

問２ 自宅の最寄り駅をお答えください。（１つに○） 

 

 

３．最寄駅について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅の最寄り駅について、「矢野駅」との回答が 28.4％と最も高く、次いで「向洋駅」（18.8％）、

「海田市駅」（14.8％）などの順となっている。 
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4.1 

40.1 

5.0 

5.4 

4.5 

7.7 

1.4 

0.0 

0.5 

4.1 

3.2 

4.5 

17.6 

2.3 

0.5 

0.9 

0.5 

0.0 

0.0 

79.7 

0.9 

0.0 

0.5 

4.2 

1.9 

0.0 

9.9 

0.9 

48.3 

3.7 

2.5 

2.9 

4.5 

2.5 

3.7 

0.0 

0.4 

5.4 

1.2 

1.7 

22.7 

0.4 

0 20 40 60 80 100 (%)(%)

向洋駅

海田市駅

安芸中野駅

中野東駅

瀬野駅

矢野駅

坂駅

水尻駅

小屋浦駅

広島駅

天神川駅

呉駅

その他

無回答

海田市駅(n=222) 矢野駅(n=212) 向洋駅(n=242)

【図表 自宅の最寄り駅（調査場所別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅の最寄り駅について、調査場所別にみると、駅が所在している地区を除いた場合、海田市駅

では「中野東駅」、「矢野駅」、「呉駅」との回答が他と比べて高くなっている。 
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38.9 14.2 

0.7 2.1 

6.8 33.9 2.4 1.0 全体(n=676)

(%)0 20 40 60 80 100

ＪＲ バス タクシー 自家用車

自転車 徒歩 その他 無回答

問３ 自宅等から当駅まで、当駅から目的地までの移動手段について、下表より番号をお選び下

さい。また、目的地の施設・所在地をご記入ください。 

※交通機関を複数利用した場合は、最も所要時間が長いものを１つお選びください。 

 

①居住地から調査地点までの移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

②調査地点から目的地までの移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

③目的地の施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.9 

49.5 

19.8 

45.9 

14.2 

2.7 

40.6 

1.7 

0.7 

0.5 

0.9 

0.8 

2.1 

0.9 

4.7 

0.8 

6.8 

10.8 

3.3 

6.2 

33.9 

28.4 

29.2 

43.0 

2.4 

5.4 

0.5 

1.2 

1.0 

1.8 

0.9 

0.4 

全体(n=676)

海田市駅(n=222)

矢野駅(n=212)

向洋駅(n=242)

(%)0 20 40 60 80 100

ＪＲ バス タクシー 自家用車

自転車 徒歩 その他 無回答

４．移動手段について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地から調査地点までの移動手段について、「ＪＲ」との回答が 38.9％と最も高く、次いで

「徒歩」（33.9％）、「バス」（14.2％）、「自転車」（6.8％）などの順となっている。 

 

 

【図表 居住地から調査地点までの移動手段（調査場所別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地から調査地点までの移動手段について、調査場所別にみると、海田市駅、向洋駅は「Ｊ

Ｒ」との回答が４割台、矢野駅は「バス」との回答が約４割、向洋駅は「徒歩」との回答が４割

台半ばと高くなっている。 
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38.9 

2.2 

17.4 

73.2 

67.8 

62.6 

50.0 

7.4 

4.3 

10.0 

83.3 

14.3 

18.2 

14.2 

25.3 

23.2 

2.8 

5.0 

5.1 

11.1 

18.5 

35.0 

13.0 

40.0 

44.4 

18.2 

0.7 

1.1 

0.7 

1.0 

4.3 

9.1 

2.1 

3.3 

2.2 

0.8 

1.0 

3.7 

5.0 

14.3 

11.1 

9.1 

6.8 

15.4 

5.8 

1.4 

4.1 

1.0 

5.6 

18.5 

15.0 

21.7 

10.0 

14.3 

33.9 

49.5 

50.7 

18.3 

18.2 

22.2 

33.3 

48.1 

45.0 

56.5 

30.0 

42.9 

44.4 

45.5 

2.4 

3.3 

2.8 

2.5 

6.1 

10.0 

16.7 

1.0 

1.4 

1.7 

1.0 

3.7 

14.3 

全体(n=676)

中区(n=91)

南区(n=138)

安芸区(n=71)

府中町(n=121)

海田町(n=99)

坂町(n=18)

呉市(n=27)

東区(n=20)

西区(n=23)

安佐南区・安佐北区(n=10)

熊野町(n=6)

東広島市(n=7)

県外(n=9)

その他(n=11)

(%)0 20 40 60 80 100

ＪＲ バス タクシー 自家用車

自転車 徒歩 その他 無回答

【図表 居住地から調査地点までの移動手段（目的地別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地から調査地点までの移動手段について、目的地別にみると、「ＪＲ」との回答は安芸区、

府中町、海田町で６割以上、「バス」との回答は東区で３割台半ば、「自転車」との回答は呉市、

西区で２割前後、「徒歩」との回答は中区、南区、呉市、西区で５割前後と高くなっている。 
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（％）

Ｊ

Ｒ

徒

歩

バ

ス

自

転

車

自

家

用

車

タ

ク

シ
ー

そ

の

他

無

回

答

38.9 33.9 14.2 6.8 2.1 0.7 2.4 1.0

買い物(n=154) 42.2 35.7 9.1 7.8 1.3 0.6 1.9 1.3

飲食店(n=57) 71.9 14.0 1.8 0.0 0.0 0.0 7.0 5.3

通勤通学(n=63) 85.7 7.9 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

通院(n=62) 85.5 11.3 1.6 0.0 0.0 0.0 1.6 0.0

  全  体(n=676)

 

利

用

目

的

別

【図表 居住地から調査地点までの移動手段（利用目的別）】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住地から調査地点までの移動手段について、利用目的別にみると、「ＪＲ」との回答は通勤通

学、通院で８割台半ば、「徒歩」との回答は買い物で３割台半ばと高くなっている。また、「自転

車」、「自家用車」、「タクシー」は飲食店、通勤通学、通院の目的で利用されていない。 

  

※利用目的は上位項目のみ掲載  
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58.7 3.3 

0.6 

1.3 

0.6 31.1 3.6 0.9 全体(n=676)

(%)0 20 40 60 80 100

ＪＲ バス タクシー 自家用車

自転車 徒歩 その他 無回答

(%)0 20 40 60 80 100

ＪＲ バス タクシー 自家用車

自転車 徒歩 その他 無回答

問３ 自宅等から当駅まで、当駅から目的地までの移動手段について、下表より番号をお選び下

さい。また、目的地の施設・所在地をご記入ください。 

※交通機関を複数利用した場合は、最も所要時間が長いものを１つお選びください。 

 

②調査地点から目的地までの移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.9 

35.0 

44.0 

86.3 

1.7 

6.0 

2.2 

3.4 

1.7 

2.2 

1.7 

3.4 

2.2 

0.3 

1.1 

0.6 

62.8 

48.7 

39.6 

6.8 

3.3 

4.3 

8.8 

1.9 

1.7 

0.9 

0.6 

府中(n=121)

安芸(n=117)

広島東(n=91)

その他(n=322)

(%)0 20 40 60 80 100

ＪＲ バス タクシー 自家用車

自転車 徒歩 その他 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地点から目的地までの移動手段について、「ＪＲ」との回答が 58.7％と最も高く、次いで

「徒歩」（31.1％）、「バス」（3.3％）、「自家用車」（1.3％）などの順となっている。 

 

 

【図表 調査地点から目的地までの移動手段（目的地の地区別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地点から目的地までの移動手段について、目的地の地区別にみると、「ＪＲ」との回答はそ

の他地域で８割台半ば、「徒歩」との回答は府中で６割超と高くなっている。 

 

  

※地区分類方法 
府中…府中町 

 安芸…海田町、坂町 
 広島東…安芸区、東区 
 その他…中区、南区、呉市、西区、安佐南区・安佐北区、熊野町、東広島市、県外、その他 

安芸は安芸区船越と船越以外の

安芸区で分けられない為、広島東

に分類しました。 
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（％）

Ｊ

Ｒ

徒

歩

バ

ス

自

家

用

車

タ

ク

シ
ー

自

転

車

そ

の

他

無

回

答

58.7 31.1 3.3 1.3 0.6 0.6 3.6 0.9

買い物(n=154) 57.8 32.5 0.6 1.3 0.0 1.3 5.8 0.6

飲食店(n=57) 19.3 66.7 0.0 5.3 1.8 0.0 3.5 3.5

通勤通学(n=63) 12.7 79.4 1.6 0.0 0.0 1.6 4.8 0.0

通院(n=62) 16.1 80.6 0.0 1.6 1.6 0.0 0.0 0.0

 

  全  体(n=676)

利

用

目

的

別

47.7 

79.2 

50.8 

9.4 

0.8 

0.9 

0.9 

2.3 

0.5 

1.2 

0.5 

0.5 

0.8 

41.0 

6.6 

43.4 

6.3 

2.4 

2.1 

1.4 

0.5 

0.8 

海田市駅(n=222)

矢野駅(n=212)

向洋駅(n=242)

(%)0 20 40 60 80 100

ＪＲ バス タクシー 自家用車

自転車 徒歩 その他 無回答

【図表 調査地点から目的地までの移動手段（利用目的別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地点から目的地までの移動手段について、利用目的別にみると、「ＪＲ」との回答は買い物

で約６割、「徒歩」との回答は通勤通学、通院で８割前後と高くなっている。 

 

 

【図表 調査地点から目的地までの移動手段（調査場所別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地点から目的地までの移動手段について、調査場所別にみると、矢野駅は「ＪＲ」との回

答が約８割、海田市駅、向洋駅は「徒歩」との回答が４割台と高くなっている。 

 

  

※利用目的は上位項目のみ掲載  
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8.0 7.2 10.2 17.6 4.1 20.4 11.5 9.9 9.2 1.8 全体(n=676)

(%)0 20 40 60 80 100

デパート ショッピングモール その他買い物施設 病院

公共施設 会社 学校 友人・親戚宅

その他 無回答

問３ 自宅等から当駅まで、当駅から目的地までの移動手段について、下表より番号をお選び下

さい。また、目的地の施設・所在地をご記入ください。 

※交通機関を複数利用した場合は、最も所要時間が長いものを１つお選びください。 

 

③目的地の施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.6 

9.9 

5.8 

8.1 

8.5 

5.4 

9.5 

16.0 

5.8 

16.2 

10.4 

25.2 

7.7 

2.8 

2.1 

8.6 

21.2 

30.6 

14.4 

14.2 

6.6 

11.3 

8.5 

9.9 

13.1 

6.6 

7.9 

2.7 

1.9 

0.8 

海田市駅(n=222)

矢野駅(n=212)

向洋駅(n=242)

(%)0 20 40 60 80 100

デパート ショッピングモール その他買い物施設 病院

公共施設 会社 学校 友人・親戚宅

その他 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的地の施設では、「会社」との回答が 20.4％と最も高く、次いで「病院」（17.6％）、「学校」

（11.5％）、「その他買い物施設」（10.2％）、「友人・親戚宅」（9.9％）などの順となっている。 

 

 

【図表 目的地の施設（調査場所別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的地の施設について、調査場所別にみると、矢野駅は「その他買い物施設」との回答が１割

台半ば、向洋駅は「病院」との回答が２割台半ば、向洋駅は「会社」との回答が約３割と高くな

っている。 

 

『買い物』 

『買い物』 
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16.1 

15.7 

5.1 

2.2 

6.8 

1.7 

14.5 

6.6 

13.7 

27.3 

16.2 

15.4 

14.6 

1.7 

5.1 

13.2 

2.2 

34.7 

12.8 

23.1 

16.8 

0.8 

19.7 

14.3 

10.9 

13.2 

9.4 

19.8 

6.8 

4.1 

13.7 

5.5 

10.6 

0.8 

3.4 

1.6 

府中(n=121)

安芸(n=117)

広島東(n=91)

その他(n=322)

(%)0 20 40 60 80 100

デパート ショッピングモール その他買い物施設

病院 公共施設 会社 学校

友人・親戚宅 その他 無回答

【図表 目的地の施設（目的地の地区別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的地の施設について、目的地の地区別にみると、「デパート」との回答はその他地域で１割台

半ば、「ショッピングモール」との回答は府中地域で１割台半ば、「病院」との回答は府中地域で

約３割、「会社」との回答は府中地域で３割台半ば、「学校」との回答は安芸地域で約２割、「友

人・親戚宅」との回答は広島東地域で約２割と高くなっている。 

  

『買い物』 
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問３ 自宅等から当駅まで、当駅から目的地までの移動手段について、下表より番号をお選び下

さい。また、目的地の施設・所在地をご記入ください。 

※交通機関を複数利用した場合は、最も所要時間が長いものを１つお選びください。 

 

④目的地の所在地 

 

13.5 

20.4 

10.5 

17.9 

14.6 

2.7 

4.0 

3.0 

3.4 

1.5 

0.9 

1.0 

1.3 

1.6 

3.7 

0 10 20 30

中区

南区

安芸区

府中町

海田町

坂町

呉市

東区

西区

安佐南区・安佐北区

熊野町

東広島市

県外

その他

無回答

(%)(n=676)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的地の所在地について、「南区」との回答が 20.4％と最も高く、次いで「府中町」（17.9％）、

「海田町」（14.6％）、「中区」（13.5％）、「安芸区」（10.5％）などの順となっている。 

商工会管轄地域（安芸区・府中町・海田町・坂町・東区）が目的地の人は約５割、商工会管轄

地域外が目的地の人は約５割と半数に分かれている。 
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（％）

中

区

南

区

安

芸

区

府

中

町

海

田

町

坂

町

呉

市

東

区

13.5 20.4 10.5 17.9 14.6 2.7 4.0 3.0

買い物(n=154) 11.0 19.5 19.5 14.3 13.0 2.6 5.2 2.6

飲食店(n=57) 1.8 1.8 24.6 17.5 36.8 0.0 3.5 0.0

通勤通学(n=63) 1.6 11.1 9.5 50.8 12.7 0.0 1.6 0.0

通院(n=62) 0.0 14.5 11.3 46.8 21.0 0.0 0.0 0.0

西

区

安

佐

南

区

・

安

佐

北

区

熊

野

町

東

広

島

市

県

外

そ

の

他

無

回

答

3.4 1.5 0.9 1.0 1.3 1.6 3.7

買い物(n=154) 3.9 2.6 0.0 1.3 1.9 0.6 1.9

飲食店(n=57) 0.0 0.0 0.0 0.0 3.5 0.0 10.5

通勤通学(n=63) 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 9.5

通院(n=62) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.5

利

用

目

的

別

全  体(n=676)

 

利

用

目

的

別

 

全  体(n=676)

【図表 目的地の所在地（利用目的別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的地の所在地について、利用目的別にみると、「安芸区」との回答は飲食店で２割台半ば、「府

中町」との回答は通勤通学、通院で５割前後、「海田町」との回答は飲食店で３割台半ばと高くなっ

ている。 

 

  

※利用目的は上位項目のみ掲載  
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（％）

中

区

東

区

南

区

西

区

安

佐

南

区

・

安

佐

北

区

安

芸

区

呉

市

東

広

島

市

13.5 3.0 20.4 3.4 1.5 10.5 4.0 1.0

海田市駅(n=222) 12.6 1.8 12.6 2.3 1.4 18.5 5.4 0.5

矢野駅(n=212) 21.2 4.7 23.1 2.8 2.8 10.8 3.8 0.5

向洋駅(n=242) 7.4 2.5 25.2 5.0 0.4 2.9 2.9 2.1

府

中

町

海

田

町

坂

町

熊

野

町

そ

の

他

県

外

無

回

答

17.9 14.6 2.7 0.9 1.6 1.3 3.7

海田市駅(n=222) 5.9 32.4 0.5 0.0 0.9 0.5 5.0

矢野駅(n=212) 6.6 9.0 8.0 2.8 1.9 1.4 0.5

向洋駅(n=242) 38.8 3.3 0.0 0.0 2.1 2.1 5.4

調

査

場

所

別

 

  全  体(n=676)
調

査

場

所

別

 

  全  体(n=676)

【図表 目的地の所在地（調査場所別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的地の所在地について、調査場所別にみると、「中区」との回答は矢野駅で２割超、「南区」

との回答は矢野駅、向洋駅で２割台半ば、「安芸区」との回答は海田市駅で約２割、「府中町」と

の回答は向洋駅で約４割、「海田町」との回答は海田市駅で３割超と高くなっている。 
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30.9 

22.5 

28.3 

40.9 

12.6 

12.6 

17.0 

8.7 

20.0 

22.1 

21.7 

16.5 

11.5 

13.1 

11.8 

9.9 

8.6 

11.7 

5.2 

8.7 

11.2 

13.1 

11.3 

9.5 

2.1 

2.7 

0.9 

2.5 

2.5 

0.9 

3.8 

2.9 

0.6 

1.4 

0.4 

全体(n=676)

海田市駅(n=222)

矢野駅(n=212)

向洋駅(n=242)

(%)0 20 40 60 80 100

ほとんど毎日 週３～４回くらい 週１～２回くらい

月２～３回くらい 月１回くらい 年に数回くらい

年に１回以下 初めて 無回答

30.9 12.6 20.0 11.5 8.6 11.2 

2.1 

2.5 0.6 全体(n=676)

(%)0 20 40 60 80 100

ほとんど毎日 週３～４回くらい 週１～２回くらい

月２～３回くらい 月１回くらい 年に数回くらい

年に１回以下 初めて 無回答

問４ 当駅の利用頻度をお答えください。（１つに○） 

 

５．駅の利用頻度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅の利用頻度について、「ほとんど毎日」との回答が 30.9％と最も高く、次いで「週１～２回く

らい」（20.0％）、「週３～４回くらい」（12.6％）、「月２～３回くらい」（11.5％）、「年に数回くら

い」（11.2％）などの順となっている。 

 

【図表 駅の利用頻度（調査場所別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅の利用頻度について、調査場所別にみると、向洋駅は「ほとんど毎日」との回答が約４割と

高くなっている。 
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（％）

ほ

と

ん

ど

毎

日

週

１
～

２

回

く

ら

い

週

３
～

４

回

く

ら

い

月

２
～

３

回

く

ら

い

年

に

数

回

く

ら

い

月

１

回

く

ら

い

初

め

て

年

に

１

回

以

下

無

回

答

30.9 20.0 12.6 11.5 11.2 8.6 2.5 2.1 0.6

中区(n=14) 7.1 14.3 0.0 21.4 28.6 14.3 0.0 14.3 0.0

南区(n=45) 42.2 13.3 8.9 11.1 13.3 11.1 0.0 0.0 0.0

安芸区(n=232) 27.6 25.0 14.2 12.5 6.9 11.2 0.4 0.9 1.3

府中町(n=96) 36.5 21.9 13.5 12.5 6.3 4.2 1.0 3.1 1.0

海田町(n=74) 25.7 28.4 20.3 12.2 9.5 4.1 0.0 0.0 0.0

坂町(n=18) 22.2 22.2 27.8 5.6 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0

呉市(n=40) 40.0 12.5 2.5 12.5 20.0 12.5 0.0 0.0 0.0

その他(n=157) 32.5 11.5 8.9 8.9 17.2 7.0 9.6 4.5 0.0

 

  全  体(n=676)

居

住

地

区

別

（％）

ほ

と

ん

ど

毎

日

週

１
～

２

回

く

ら

い

週

３
～

４

回

く

ら

い

月

２
～

３

回

く

ら

い

年

に

数

回

く

ら

い

月

１

回

く

ら

い

初

め

て

年

に

１

回

以

下

無

回

答

30.9 20.0 12.6 11.5 11.2 8.6 2.5 2.1 0.6

買い物(n=154) 22.1 24.0 20.1 10.4 11.0 7.1 1.9 1.3 1.9

飲食店(n=57) 22.8 19.3 7.0 5.3 24.6 12.3 1.8 3.5 3.5

通勤通学(n=63) 82.5 1.6 7.9 1.6 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0

通院(n=62) 9.7 22.6 3.2 16.1 17.7 25.8 1.6 3.2 0.0

 

  全  体(n=676)

利

用

目

的

別

【図表 駅の利用頻度（居住地区別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅の利用頻度について、居住地区別にみると、「ほとんど毎日」との回答は南区、呉市で４割台と

高くなっている。 

 

 

【図表 駅の利用頻度（利用目的別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※利用目的は上位項目のみ掲載  

駅の利用頻度について、利用目的別にみると、「ほとんど毎日」との回答は通勤通学で８割超 

と高くなっている。 
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7.4 38.7 31.7 15.1 1.0 

1.4 0.2 

4.5 全体(n=511)

(%)0 20 40 60 80 100

始発から７時まで ７時～９時まで ９時～11時まで 11時～15時まで

15時～17時まで 17時～19時まで 19時～21時まで 21時～23時まで

23時～終電まで 無回答

（問４で①～⑤を選択した方におうかがいします。） 

問５ 当駅の主な利用時間をお答えください。 

（平日、休日別に行き・帰りの時間をお答えください） 

 

7.4 

5.6 

9.6 

7.2 

38.7 

31.7 

46.8 

38.1 

31.7 

39.8 

31.4 

25.3 

15.1 

18.0 

8.3 

18.0 

1.0 

2.5 

0.5 

1.4 

0.6 

3.1 

0.2 

0.6 

4.5 

1.2 

3.8 

7.7 

全体(n=511)

海田市駅(n=161)

矢野駅(n=156)

向洋駅(n=194)

(%)0 20 40 60 80 100

始発から７時まで ７時～９時まで ９時～11時まで 11時～15時まで

15時～17時まで 17時～19時まで 19時～21時まで 21時～23時まで

23時～終電まで 無回答

６．駅の利用時間について 

 

 

 

 

①平日・行きの主な利用時間 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

平日・行きの主な利用時間について、「７時～９時まで」との回答が 38.7％と最も高く、次いで

「９時～11時まで」（31.7％）、「11時～15時まで」（15.1％）、「始発から７時まで」（7.4％）など

の順となっている。 

 

【図表 平日・行きの主な利用時間（調査場所別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日・行きの主な利用時間について、調査場所別にみると、矢野駅は「７～９時まで」との回

答が４割台半ば、海田市駅は「９時～11時まで」との回答が約４割と高くなっており、矢野駅は

「11時～15時まで」との回答が１割未満と低くなっている。 
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（％）

 始

発

か

ら

７

時

ま

で

７

時
～

９

時

ま

で

９

時
～

1

1

時

ま

で

1

1

時
～

1

5

時

ま

で

1

5

時
～

1

7

時

ま

で

1

7

時
～

1

9

時

ま

で

1

9

時
～

2

1

時

ま

で

2

1

時
～

2

3

時

ま

で

2

3

時
～

終

電

ま

で

無

回

答

7.4 38.7 31.7 15.1 1.0 1.4 0.2 0.0 0.0 4.5

会社員(n=149) 13.4 59.1 10.7 8.1 0.7 2.7 0.7 0.0 0.0 4.7

公務員・団体職員(n=10) 20.0 60.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0

自営業(n=9) 0.0 11.1 22.2 33.3 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1

専業主婦（主夫）(n=104) 0.0 11.5 57.7 27.9 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0

パート・アルバイト(n=81) 7.4 37.0 42.0 8.6 0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 3.7

学生(n=78) 10.3 61.5 14.1 5.1 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7

無職(n=58) 0.0 10.3 55.2 29.3 0.0 1.7 0.0 0.0 0.0 3.4

その他(n=2) 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

  全  体(n=511)

職

業

別

【図表 平日・行きの主な利用時間（職業別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日・行きの主な利用時間について、職業別にみると、「７時～９時まで」との回答は会社員、学

生で６割前後と高く、「９時～11 時まで」との回答は５割台半ば、「11 時～15 時まで」との回答は

約３割と専業主婦（主夫）、無職で高くなっている。 
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0.2 

0.5 

1.6 

0.6 

1.3 

2.6 

18.3 

20.8 

16.0 

18.0 

26.1 

31.4 

26.3 

21.6 

27.1 

26.4 

31.4 

24.2 

14.1 

10.7 

17.3 

14.4 

5.9 

6.3 

3.8 

7.2 

2.2 

2.5 

3.6 

4.5 

1.3 

3.8 

7.7 

全体(n=509)

海田市駅(n=159)

矢野駅(n=156)

向洋駅(n=194)

(%)0 20 40 60 80 100

始発から７時まで ７時～９時まで ９時～11時まで 11時～15時まで

15時～17時まで 17時～19時まで 19時～21時まで 21時～23時まで

23時～終電まで 無回答

0.2 

1.6 18.3 26.1 27.1 14.1 5.9 

2.2 

4.5 全体(n=509)

(%)0 20 40 60 80 100

始発から７時まで ７時～９時まで ９時～11時まで 11時～15時まで

15時～17時まで 17時～19時まで 19時～21時まで 21時～23時まで

23時～終電まで 無回答

②平日・帰りの主な利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日・帰りの主な利用時間について、「17時～19時まで」との回答が 27.1％と最も高く、次い

で「15時～17時まで」（26.1％）、「11時～15時まで」（18.3％）、「19時～21 時まで」（14.1％）

などの順となっている。 

 

【図表 平日・帰りの主な利用時間（調査場所別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日・帰りの主な利用時間について、調査場所別にみると、海田市駅は「15 時～17時まで」との

回答が３割超と高くなっている。 
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時
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終

電

ま

で

無

回

答

0.2 0.0 1.6 18.3 26.1 27.1 14.1 5.9 2.2 4.5

会社員(n=149) 0.7 0.0 0.0 6.0 11.4 29.5 31.5 13.4 2.7 4.7

公務員・団体職員(n=10) 0.0 0.0 0.0 10.0 20.0 50.0 10.0 0.0 0.0 10.0

自営業(n=9) 0.0 0.0 0.0 11.1 22.2 33.3 0.0 0.0 22.2 11.1

専業主婦（主夫）(n=104) 0.0 0.0 1.9 28.8 46.2 20.2 1.9 0.0 0.0 1.0

パート・アルバイト(n=81) 0.0 0.0 1.2 29.6 37.0 11.1 9.9 4.9 2.5 3.7

学生(n=77) 0.0 0.0 0.0 6.5 13.0 48.1 16.9 5.2 2.6 7.8

無職(n=57) 0.0 0.0 7.0 31.6 33.3 21.1 1.8 0.0 1.8 3.5

その他(n=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

  全  体(n=509)

職

業

別

【図表 平日・帰りの主な利用時間（職業別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日・帰りの主な利用時間について、職業別にみると、「11時～15時まで」との回答は専業主

婦（主夫）、パート・アルバイトで約３割、「15時～17時まで」との回答は専業主婦（主夫）で４

割台半ば、「17時～19時」との回答は学生で約５割、「19時～21時まで」との回答は会社員で３

割超と高くなっている。 
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4.5 17.9 31.3 21.0 2.5 

0.3 

22.5 全体(n=396)

(%)0 20 40 60 80 100

始発から７時まで ７時～９時まで ９時～11時まで 11時～15時まで

15時～17時まで 17時～19時まで 19時～21時まで 21時～23時まで

23時～終電まで 無回答

4.5 

5.1 

6.6 

2.5 

17.9 

16.9 

24.0 

14.0 

31.3 

38.1 

42.1 

17.8 

21.0 

27.1 

18.2 

18.5 

2.5 

2.5 

1.7 

3.2 

0.3 

0.8 

22.5 

9.3 

7.4 

43.9 

全体(n=396)

海田市駅(n=118)

矢野駅(n=121)

向洋駅(n=157)

(%)0 20 40 60 80 100

始発から７時まで ７時～９時まで ９時～11時まで 11時～15時まで

15時～17時まで 17時～19時まで 19時～21時まで 21時～23時まで

23時～終電まで 無回答

③休日・行きの主な利用時間 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

休日・行きの主な利用時間について、「９時～11時まで」との回答が 31.3％と最も高く、次い

で「11時～15時まで」（21.0％）、「７時～９時まで」（17.9％）、「始発～７時まで」（4.5％）など

の順となっている。 

 

【図表 休日・行きの主な利用時間（調査場所別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休日・行きの主な利用時間について、調査場所別にみると、矢野駅は「７時～９時まで」との

回答が２割台半ば、海田市駅は「11時～15時まで」との回答が約３割と高く、向洋駅は「９時～

11時まで」との回答が約２割と低くなっている。 
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無

回
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4.5 17.9 31.3 21.0 2.5 0.3 0.0 0.0 0.0 22.5

会社員(n=118) 5.9 20.3 22.9 24.6 5.9 0.8 0.0 0.0 0.0 19.5

公務員・団体職員(n=10) 0.0 20.0 60.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0

自営業(n=6) 0.0 16.7 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7

専業主婦（主夫）(n=64) 1.6 7.8 40.6 32.8 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 15.6

パート・アルバイト(n=63) 4.8 15.9 31.7 15.9 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 30.2

学生(n=65) 10.8 33.8 33.8 10.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.8

無職(n=52) 0.0 7.7 34.6 21.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 36.5

その他(n=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

  全  体(n=396)

職

業

別

【図表 休日・行きの主な利用時間（職業別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休日・行きの主な利用時間について、職業別にみると、「始発～７時まで」との回答は約１割、

「７時～９時まで」との回答は３割台半ばと学生で高く、「９時～11時まで」との回答は約４割、

「11時～15時」との回答は３割超と専業主婦（主夫）で高くなっている。 
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1.3 

0.5 

1.3 

16.7 

16.9 

20.7 

13.4 

22.5 

22.9 

38.0 

10.2 

21.7 

32.2 

17.4 

17.2 

7.8 
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6.4 

5.8 

9.3 

5.8 

3.2 

2.0 

2.5 

3.2 

22.5 

9.3 

7.4 

43.9 

全体(n=396)

海田市駅(n=118)

矢野駅(n=121)

向洋駅(n=157)

(%)0 20 40 60 80 100

始発から７時まで ７時～９時まで ９時～11時まで 11時～15時まで

15時～17時まで 17時～19時まで 19時～21時まで 21時～23時まで

23時～終電まで 無回答

0.5 

0.5 

16.7 22.5 21.7 7.8 5.8 2.0 22.5 全体(n=396)

(%)0 20 40 60 80 100

始発から７時まで ７時～９時まで ９時～11時まで 11時～15時まで

15時～17時まで 17時～19時まで 19時～21時まで 21時～23時まで

23時～終電まで 無回答

④休日・帰りの主な利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休日・帰りの主な利用時間について、「15時～17時まで」との回答が 22.5％と最も高く、次い

で「17時～19時まで」（21.7％）、「11時～15時まで」（16.7％）、「19時～21 時まで」（7.8％）な

どの順となっている。 

 

【図表 休日・帰りの主な利用時間（調査場所別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休日・帰りの主な利用時間について、調査場所別にみると、矢野駅は「15時～17時まで」との

回答が約４割、海田市駅は「17時～19時まで」との回答が３割超と高くなっている。 
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無
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答

0.0 0.5 0.5 16.7 22.5 21.7 7.8 5.8 2.0 22.5

会社員(n=118) 0.0 0.8 0.8 9.3 19.5 27.1 12.7 5.9 3.4 20.3

公務員・団体職員(n=11) 0.0 0.0 0.0 27.3 9.1 18.2 0.0 27.3 0.0 18.2

自営業(n=6) 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 16.7 0.0 16.7 0.0 16.7

専業主婦（主夫）(n=63) 0.0 0.0 0.0 15.9 41.3 23.8 1.6 1.6 0.0 15.9

パート・アルバイト(n=63) 0.0 0.0 0.0 19.0 17.5 15.9 7.9 6.3 4.8 28.6

学生(n=65) 0.0 1.5 0.0 26.2 15.4 26.2 12.3 6.2 1.5 10.8

無職(n=52) 0.0 0.0 1.9 17.3 28.8 13.5 0.0 1.9 0.0 36.5

その他(n=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

  全  体(n=396)

職

業

別

【図表 休日・帰りの主な利用時間（職業別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休日・帰りの主な利用時間について、職業別にみると、「11時～15時まで」との回答は学生で

２割台半ば、「15時～17時まで」との回答は専業主婦（主夫）で４割超、「17 時～19時まで」と

の回答は２割台半ば、「19時～21時」との回答は１割超と会社員、学生で高くなっている。 
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問６ この駅（海田市駅・矢野駅・向洋駅）周辺での本日の行動内容をお答えください。（予定も

含めてお書きください） 

①～⑫のうち、利用目的すべてに◯をつけ、それぞれ滞在時間と消費金額をお答えくださ

い。 
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移動（この駅周辺以外の目的地に行く場合）

買い物

通勤通学

通院

飲食店
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公共施設の利用

娯楽（インドア）

理髪店等のサービス

アウトドアレジャー

クリーニング

その他

無回答

(%)(n=676)

７．本日の行動内容について 

 

 

 

 

 

①利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用目的について、「移動（この駅周辺以外の目的地に行く）」との回答が 68.0％と最も高く、

次いで「買い物」（22.8％）、「通勤通学」（9.3％）、「通院」（9.2％）などの順となっている。 
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公共施設の利用

理髪店等のサービス

娯楽（インドア）

クリーニング

アウトドアレジャー

その他

無回答

(%)

平日（９/８）(n=346) 休日（９/９）(n=330)

【図表 利用目的（平日・休日別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用目的について、平日・休日別にみると、「買い物」との回答は平日（25.7％）が休日

（19.7％）を 6.0ポイント、「通院」との回答は平日（13.3％）が休日（4.8％）を 8.5ポイン

ト、「通勤通学」との回答は平日（11.8％）が休日（6.7％）を 5.1ポイント上回っている。ま

た、「移動（この駅周辺以外の目的地に行く）」との回答は休日（70.9％）が平日（65.3％）を 5.6

ポイント上回っている。  
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海田市駅(n=222) 4.1 1.8 0.0 0.0 16.2 2.7

矢野駅(n=212) 0.0 0.0 0.0 0.0 7.5 0.0

向洋駅(n=242) 0.0 1.7 0.4 0.0 12.0 0.0

調

査

場

所

別

 

  全  体(n=676)
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査

場

所

別

 

  全  体(n=676)

【図表 利用目的（調査場所別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用目的について、調査場所別にみると、矢野駅は「移動（この駅周辺以外の目的地に行く）」

との回答が９割超、海田市駅は「買い物」との回答が約４割、向洋駅は「通勤通学」、「通院」と

の回答が約２割、海田市駅は「飲食店」との回答が約２割と高くなっている。 
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理髪店等のサービス

通勤通学

クリーニング

公共施設の利用

アウトドアレジャー

仕事

その他

無回答

(%)

海田市駅・電車に乗る(n=40) 海田市駅・電車から降りた(n=182) 矢野駅・電車に乗る(n=47)

矢野駅・電車から降りた(n=165) 向洋駅・電車に乗る(n=145) 向洋駅・電車から降りた(n=97)

【図表 利用目的（電車の乗降状況別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用目的について、電車の乗降状況別にみると、矢野駅の乗車・降車時は「移動（この駅周辺

以外の目的地に行く）」との回答が９割前後、海田駅の乗車・降車時は「買い物」との回答が４割

前後、向洋駅の乗車時は「通院」との回答が２割超、海田駅の降車時は「飲食店」との回答が２

割超、向洋駅の乗車時は「通勤通学」との回答が２割台半ばと高くなっている。 
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20歳代(n=97) 70.1 22.7 10.3 5.2 6.2 2.1 1.0

30歳代(n=71) 63.4 26.8 22.5 4.2 9.9 4.2 1.4

40歳代(n=101) 67.3 22.8 16.8 5.0 12.9 5.0 2.0

50歳代(n=90) 65.6 22.2 11.1 12.2 12.2 6.7 2.2

60歳代(n=131) 63.4 28.2 5.3 14.5 6.1 3.1 6.1

70歳以上(n=99) 75.8 22.2 0.0 17.2 8.1 0.0 2.0
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68.0 22.8 9.3 9.2 8.4 3.0 2.4

男性20歳未満(n=35) 71.4 17.1 2.9 0.0 8.6 0.0 0.0

男性20歳代(n=41) 63.4 19.5 12.2 4.9 4.9 2.4 0.0

男性30歳代(n=29) 58.6 13.8 24.1 0.0 17.2 10.3 0.0

男性40歳代(n=23) 56.5 17.4 26.1 0.0 17.4 8.7 0.0

男性50歳代(n=33) 48.5 18.2 18.2 9.1 18.2 18.2 3.0

男性60歳代(n=40) 57.5 27.5 12.5 7.5 12.5 7.5 7.5

男性70歳以上(n=40) 67.5 15.0 0.0 17.5 17.5 0.0 5.0

女性20歳未満(n=52) 71.2 9.6 3.8 3.8 1.9 0.0 0.0

女性20歳代(n=56) 75.0 25.0 8.9 5.4 7.1 1.8 1.8

女性30歳代(n=42) 66.7 35.7 21.4 7.1 4.8 0.0 2.4

女性40歳代(n=78) 70.5 24.4 14.1 6.4 11.5 3.8 2.6

女性50歳代(n=57) 75.4 24.6 7.0 14.0 8.8 0.0 1.8

女性60歳代(n=91) 65.9 28.6 2.2 17.6 3.3 1.1 5.5

女性70歳以上(n=59) 81.4 27.1 0.0 16.9 1.7 0.0 0.0

性

・

年

齢

別

 

  全  体(n=676)

【図表 利用目的（年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用目的について、年齢別にみると、「移動（この駅周辺以外の目的地に行く）」との回答は 70歳

以上で７割台半ば、「通勤通学」との回答は 30歳代で２割超と高く、「買い物」との回答は 20歳代

以下で 1割超と低くなっている。 

 

【図表 利用目的（性・年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用目的について、性・年齢別にみると、「買い物」との回答は女性 30歳代、女性 60歳以上で

３割前後、「通勤通学」との回答は男性 30歳代から男性 50歳代、女性 30歳代で２割前後、通院

との回答は男性 70歳以上、女性 60歳以上で約２割、「飲食店」との回答は男性 60歳代を除く男

性 30歳代以上で約２割と高くなっている。  

※上位項目のみ掲載 

※上位項目のみ掲載 
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68.0 22.8 9.3 9.2 8.4 3.0 2.4

中区(n=14) 42.9 21.4 14.3 7.1 28.6 0.0 14.3

南区(n=45) 80.0 11.1 13.3 6.7 6.7 2.2 2.2

安芸区(n=232) 72.4 28.0 6.0 10.8 7.3 1.7 4.3

府中町(n=96) 87.5 18.8 3.1 2.1 8.3 0.0 1.0

海田町(n=74) 91.9 31.1 4.1 9.5 2.7 0.0 0.0

坂町(n=18) 38.9 27.8 0.0 33.3 16.7 5.6 5.6

呉市(n=40) 47.5 27.5 2.5 12.5 15.0 0.0 2.5

その他(n=157) 45.9 15.3 21.7 8.3 8.9 8.9 0.0

 

  全  体(n=676)
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別

【図表 利用目的（職業別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用目的について、職業別にみると、「移動（この駅周辺以外の目的地に行く）」との回答は専

業主婦（主夫）、学生で７割台半ば、「買い物」との回答は専業主婦（主夫）、パート・アルバイト

で３割前後、「通勤通学」との回答は会社員・公務員・団体職員との回答で２割超、「通院」との

回答は無職で２割台半ばと高くなっている。 

 

【図表 利用目的（居住地区別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用目的について、居住地区別にみると、「移動（この駅周辺以外の目的地に行く）」との回答は

南区、府中町、海田町で９割前後、「買い物」との回答は安芸区、海田町で３割前後、「通院」との

回答は坂町で３割台半ば、「飲食店」との回答は中区で約３割と高くなっている。 

 

  

※上位項目のみ掲載 
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68.0 9.3 22.8 8.4 3.0 9.2 2.4

会社員・公務員・団体職員(n=217) 61.8 21.7 18.4 12.4 7.4 5.5 1.4

自営業(n=9) 66.7 0.0 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0

専業主婦（主夫）(n=135) 74.8 0.0 29.6 4.4 0.7 12.6 3.7

パート・アルバイト(n=97) 68.0 9.3 34.0 9.3 3.1 9.3 3.1

学生(n=105) 74.3 3.8 14.3 4.8 0.0 1.9 0.0

無職(n=84) 69.0 1.2 17.9 7.1 0.0 23.8 2.4

その他(n=29) 58.6 6.9 34.5 10.3 0.0 3.4 10.3

  全  体(n=676)
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別

 

※上位項目のみ掲載 
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② 滞在時間 

 

22.0 

55.2 

18.5 

6.8 

11.1 

5.4 

14.4 

30.5 

13.0 

12.5 

2.3 

6.7 

15.4 

35.1 

10.4 

50.0 

37.5 

86.4 

56.7 

38.5 

44.4 

5.4 

13.4 

1.9 

18.5 

50.0 

4.5 

20.0 

38.5 

32.4 

10.5 

1.9 

11.7 

7.7 

33.3 

43.2 

4.5 

5.0 

100.0 

11.1 

13.5 

滞在時間合計(n=313)

①買い物(n=154)

②飲食店(n=54)

③クリーニング(n=0)

④理髪店等のサービス(n=8)

⑤通勤通学(n=44)

⑥通院(n=60)

⑦公共施設(n=13)

⑧アウトドアレジャー(n=1)

⑨娯楽（インドア）(n=9)

⑫その他(n=37)

(%)0 20 40 60 80 100

30分未満 30分以上60分未満 60分以上120分未満

120分以上180分未満 180分以上300分未満 300分以上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞在時間合計では、「１時間以上２時間未満」との回答が 23.3％と最も高く、次いで「30分未満」

（22.0％）、「30分以上１時間未満」（14.4％）、「３時間以上５時間未満」（13.7％）、「２時間以上３

時間未満」（13.1％）などの順となっている。 

買い物利用での滞在時間では、「30分未満」との回答が 55.2％と最も高く、次いで「30分以上１

時間未満」（30.5％）、「１時間以上２時間未満」（10.4％）、「２時間以上３時間未満」、「３時間以上

※無回答除く 

【平均滞在時間（分）】 

全  体 海田市駅 矢野駅 向洋駅

①買い物 28 36 17 17

②飲食店 62 66 20 53

③クリーニング 0 0 0 0

④理髪店等のサービス 90 105 0 75

⑤通勤通学 60 20 0 62

⑥通院 109 72 0 127

⑦公共施設の利用 88 90 0 60

⑧アウトドアレジャー 300 0 0 300

⑨娯楽（インドア） 147 147 0 0

⑫その他 176 162 150 213

合計 85 93 26 91
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５時間未満」（1.9％）の順となっている。 

飲食店利用での滞在時間では、「１時間以上２時間未満」との回答が 50.0％と最も高く、次いで

「30分未満」、「２時間以上３時間未満」（18.5％）、「30分以上１時間未満」（13.0％）の順となって

いる。 

通勤通学での滞在時間では、「５時間以上」との回答が 63.6％と最も高く、次いで「３時間以上

５時間未満」（22.7％）、「30 分未満」（6.8％）、「30分以上１時間未満」、「１時間以上２時間未満」、

「２時間以上３時間未満」（2.3％）の順となっている。 

通院での滞在時間では、「１時間以上２時間未満」との回答が 56.7％と最も高く、次いで「２時

間以上３時間未満」（20.0％）、「３時間以上５時間未満」（11.7％）、「30分以上１時間未満」（6.7％）

などの順となっている。 

平均滞在時間を駅別に見ると、合計滞在時間は１時間超となっており、「海田市駅」、「向洋

駅」、「矢野駅」の順で滞在時間が長くなっている。 

買い物での平均滞在時間は、「海田市駅」が 36分であるのに対し、「矢野駅」、「向洋駅」は 17

分と短くなっている。 

飲食店での平均滞在時間は、「海田市駅」、「向洋駅」で１時間前後であるのに対し、「矢野駅」

は 20分と短くなっている。 

通勤通学での平均滞在時間は、「海田市駅」で 20分、「向洋駅」で 62分となっており、「矢野

駅」では利用がみられない。 

通院での平均滞在時間は、「海田市駅」72分、「向洋駅」127分となっており、「矢野駅」では利

用がみられない。 
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③消費金額 

21.9 

22.4 

35.7 

85.0 

14.3 

100.0 

57.1 

16.7 

51.7 

54.5 

51.8 

15.0 

55.1 

100.0 

28.6 

58.3 

16.4 

17.3 

8.9 

50.0 

20.4 

8.3 

8.2 

4.5 

3.6 

50.0 

6.1 

14.3 

8.3 

1.9 

1.3 

4.1 

8.3 

消費金額合計(n=269)

①買い物利用(n=156)

②飲食店利用(n=56)

③クリーニング利用(n=0)

④理髪店等のサービス利用(n=8)

⑤通勤通学(n=20)

⑥通院(n=49)

⑦公共施設利用(n=3)

⑧アウトドアレジャー(n=1)

⑨娯楽（インドア）(n=7)

⑫その他(n=12)

(%)0 20 40 60 80 100

1,000円未満 1,000円以上3,000円未満 3,000円以上5,000円未満

5,000円以上10,000円未満 10,000円以上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費金額合計では、「1,000 円以上 3,000円未満」との回答が 51.7％と最も高く、次いで

「1,000円未満」（21.9％）、「3,000円以上 5,000円未満」（16.4％）、「5,000円以上 10,000円未

満」（8.2％）などの順となっている。 

※無回答除く 

【平均消費金額（円）】 

全  体 海田市駅 矢野駅 向洋駅

①買い物 1,849 1,810 2,074 1,772

②飲食店 1,323 1,360 600 1,250

③クリーニング 0 0 0 0

④理髪店等のサービス 5,000 5,250 0 4,750

⑤通勤通学 453 360 0 458

⑥通院 2,623 3,069 0 2,408

⑦公共施設の利用 353 353 0 0

⑧アウトドアレジャー 1,000 0 0 1,000

⑨娯楽（インドア） 1,520 1,520 0 0

⑫その他 2,475 1,856 0 4,333

合計 2,166 2,278 2,025 2,053
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買い物利用での消費金額では、「1,000円以上 3,000円未満」との回答が 54.5％と最も高く、次

いで「1,000円未満」（22.4％）、「3,000円以上 5,000円未満」（17.3％）、「5,000円以上 10,000円

未満」（4.5％）などの順となっている。 

飲食店利用での消費金額では、「1,000円以上 3,000円未満」との回答が 51.8％と最も高く、次

いで「1,000円未満」（35.7％）、「3,000円以上 5,000円未満」（8.9％）などの順となっている。 

通勤通学での消費金額では、「1,000円未満」との回答は 85.0％と最も高く、次いで「1,000円

以上 3,000円未満」（15.0％）となっている。 

通院での消費金額では、「1,000円以上 3,000円未満」との回答が 55.1％と最も高く、次いで

「3,000円以上 5,000円未満」（20.4％）、「1,000円未満」（14.3％）、「5,000円以上 10,000円未

満」（6.1％）などの順となっている。 

平均消費金額について、項目別に比べると「通院」、「買い物」、「飲食店」の順に高くなってい

る。 

買い物での平均消費金額は、すべての駅で 2000円前後となっている。 

飲食店での平均消費金額は、「矢野駅」で 600円と低くなっている。 

通勤通学での平均消費金額は「海田市駅」、「向洋駅」で 500円未満となっており、「矢野駅」で

の利用はみられない。 

通院での平均消費金額は、「海田市駅」で 3069円と「向洋駅」に比べ高くなっている。また、

「矢野駅」での利用はみられない。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ３ 章  調 査 結 果 の ま と め  
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第３章 調査結果のまとめ 

 

１ はじめに 

本調査は海田市駅、矢野駅、向洋駅利用者の駅の利用状況や消費動向を把握し、小売事業者

やサービス事業者の販路力強化のための基礎資料として活用することを目的に実施した。販

路力強化のためには、駅ごとの利用者の特性を活かした営業戦略の策定が重要となる。 

以下、駅の利用状況や消費動向について、利用者の属性や各駅の特徴をもとにまとめること

とする。 

 

２ 各駅の特性 

（１）海田市駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①駅について 

・海田市駅は安芸郡海田町新町にある山陽本線と呉線の２路線を有する駅である。 

・駅構内にセブン-イレブンキヨスクが出店している。 

・2007年に山陽本線の快速「通勤ライナー」の一部列車の停車駅となり、2010年には全列

車の停車駅となる。 

・2012年に呉線の快速「安芸路ライナー」全列車の停車駅となる。 

・2016年に快速「シティライナー」の停車駅となる。 

・海田市駅の１日平均乗車人員をみると、1984年より増加傾向にあったが、1993年を境に

緩やかな減少傾向に転じている。しかし、2010年より少しずつであるが増加傾向にある。 

・現在、海田市駅を中心とした地域が一体となって活性化するよう、駅南口地区については

骨格的な都市基盤の整備と拠点的な都市機能の導入を図り、海田町の玄関口にふさわしい

賑わいと風格のあるまちづくりを目指し、海田市駅南口土地区画整理事業が行われてい

る。 
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②立地特性 

・付近に安芸区図書館、安芸区役所、海田町役場などの公共施設が存在する。 

・宿泊施設が２件（海田シティホテル、海田中央ホテル）存在する。 

・商業施設はコープ、ウォンツ、マルショク、スーパードラッグひまわり、イオンがある。

イオン海田店は町内唯一の大型総合ショッピングセンターで海田市駅から徒歩約 10分の

場所にある。 

・駅の北東側は住宅地になっており、南側は学校が多く点在している。 

・海田町は病院が２施設、一般診療所が 31施設、歯科診療所が 19施設あり(海田町ホーム

ページ H28年４月現在)、住民１人あたりの医療施設数が県内上位で、医療機関が充実し

ているのが特徴である。 

 

  

【図表 海田市駅１日平均乗車人員】 
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資料：広島市統計書 
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（２）矢野駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①駅について 

・矢野駅は広島市安芸区矢野西一丁目にある JR西日本呉線の駅である。 

・駅の敷地内（南口）に駅ビルが建設され、スーパーや医院、学習塾などが出店している。 

・2009年にバス停が移設され、広電バスへの乗り換えがスムーズとなった。熊野営業所行

き、夢が丘・押込行き、安芸矢野ニュータウン循環・済生会広島病院前行きが、２ヶ所の

乗降所から発着するようになった。 

・2010年の広電バスダイヤ改正で、矢野旧道経由便の乗り入れが開始。広島都心や広島駅、

向洋、海田、矢野旧道沿線へ向かうバス路線も発着している。 

・矢野駅の１日平均乗車人員をみると、年々増加傾向にあり、現在は 8,000 人を超えてい

る。 
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②立地特性 

・商業施設はおかず工房、アーベル矢野店、フジグラン、万惣、ゲオがある。フジグラン安

芸は大型の商業施設で矢野駅から徒歩約 25分の距離にある。洋服店や食品・飲食店、雑

貨店、サービス店などが利用できる。 

・駅は住宅地に囲まれており、駅西側は工業地帯になっている。 

・駅から徒歩約 20分のところに済生会広島病院がある。 
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【図表 矢野駅１日平均乗車人員】 

資料：広島市統計書 
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（３）向洋駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①駅について 

・向洋駅は安芸郡府中町青崎南にある JR西日本山陽本線の駅である。 

・駅構内にセブン-イレブンハートインが出店している。 

・マツダ本社の最寄り駅であることから、平日の朝・夕ラッシュ時は通勤客で大変混雑す

る。 

・向洋駅の１日平均乗車人員をみると、1993年までは増加傾向にあったが、以降は減少し、

10,000人を下回った。しかし、2009年より再び増加傾向にある。 

・現在、駅前広場およびそれに隣接する幹線道路等の公共施設整備と既成市街地の再編によ

る宅地の利用増進を図り、広島都市圏東部の拠点、また町の南の玄関口にふさわしいゾー

ンとしての創出を図ることを目的に、向洋駅周辺土地区画整理を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 46 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②立地特性 

・商業施設は万惣、藤三、フレスタ、クスリ岩崎チェーン、ウォンツ、エディオンがある。 

・府中町内には大型ショッピングセンターであるイオンモール広島府中があり、向洋駅から

徒歩約 30分かかる。広島駅からシャトルバスが運行しており、町外からも多くの買い物

客が訪れる。中国新聞社の 2017年広島市広域商圏調査では、買い物で最も利用する広島

都市圏のエリアとして、「府中町周辺」を選ぶ人の割合（支持率）が、紙屋町、八丁堀な

どの広島都心エリアを抑えて初めて首位となった。 

・駅から徒歩約４分のところに総合病院のマツダ病院があり、通院の利便性が高くなってい

る。 

・駅は住宅地に囲まれており、駅西側はマツダ広島本社、工場がある。 

・企業博物館であるマツダミュージアムがある。 
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【図表 向洋駅１日平均乗車人員】 

資料：広島市統計書 
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３ 回答者の状況 

・性別は男性が３割台半ば、女性が６割台半ばとなっており、年齢は 10歳代から 70歳以上ま

で偏りなく回答が得られた。利用者の性年齢にみると、海田市駅は女性 40～60歳代、矢野

駅・向洋駅は女性 40歳代、女性 60～70歳代の利用が多くなっている。 

・職業は会社員が約３割、専業主婦（主夫）が２割、学生、パート・アルバイトが１割台半ば

となっている。駅別にみると、海田市駅は専業主婦（主夫）、会社員、パート・アルバイト、

矢野駅は会社員、学生、専業主婦（主夫）、向洋駅は会社員、無職、専業主婦（主夫）が多く

なっている。 

・居住地区は安芸区が３割台半ば、府中町が１割台半ば、海田町が約１割となっている。駅別

にみると、海田市駅は安芸区、海田町、矢野駅は安芸区、向洋駅は府中町、安芸区、南区が

多くなっている。 

 

４ 駅の利用状況 

①移動手段 

・居住地から調査駅までの移動手段は「ＪＲ」が約４割と最も高く、次いで「徒歩」、「バス」、

「自転車」の順となっている。 

・海田市駅、向洋駅では「ＪＲ」との回答が高くなっている。海田市駅は安芸区居住者、向洋

駅は南区居住者の回答が多く、安芸区や南区からＪＲで移動している人が多いと考えられ

る。 

・矢野駅ではバスの利用が目立っており、これは矢野駅が呉・熊野方面のバスの結節点となっ

ているためと考えられる。 

 

②目的地 

・目的地の施設ではデパートやショッピングモールなどの商業施設が最も高く、次いで「会

社」、「病院」などの順となっている。目的地を地域別にみると、安芸地域では「会社」「学

校」「病院」「その他買い物施設」、その他の地域では「会社」「デパート」「病院」が多く挙が

っている。 

 

③駅の利用頻度 

・すべての駅において、「ほとんど毎日」、「週１～２回くらい」が高く、週１回以上の利用が大

半となっている。駅別にみると、向洋駅は他の駅に比べ、「ほとんど毎日」が約４割と高くな

っている。これは通勤利用者が多いことが要因と考えられる。利用目的別でみると、買い物

で利用した人は「ほとんど毎日」、「週１～２回くらい」、通院で利用した人は「月１回くら

い」が高くなっている。居住地区別にみると、南区、呉市で「ほとんど毎日」が高くなって

いる。 

 

④駅の主な利用時間 

【平日】 

・行きは「７時～９時まで」が最も高く、朝に利用されている。駅別にみると、矢野駅で「始発

から７時まで」が上位に挙がっており、早朝の利用が多いことが特徴的である。これは、矢野

駅が３駅の中で一番広島中心部から離れた場所に位置しているため、その他の駅より広島中心

部への所要時間を要することが一因と考えられる。また、海田市駅の利用時間は、他の駅より
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遅い「９時～11時まで」が１位となっており、専業主婦（主夫）やパート・アルバイトの方

の利用が多いため、他の駅より遅い時間帯が多くなっていると推測される。 

・帰りは「17時～19時まで」が最も高く、夕方に利用されている。駅別にみると、矢野駅で他

の駅より遅い「19時～21時まで」が上位に挙がっており、これも行きと同様の理由で所要時

間を要するためと考えられる。一方、海田市駅の利用時間は、他の駅より早い「15時～17時

まで」が１位となっており、専業主婦（主夫）やパート・アルバイトの方が多く、買い物やパ

ート・アルバイトの短時間勤務での利用が多いことが一因と推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤利用目的 

・「移動（駅周辺以外の目的地に行く）」が約７割と最も高く、次いで「買い物」、「通勤通学」、

「通院」などの順となっている。 

・平日・休日別にみると、「買い物」、「通院」、「通勤通学」との回答は平日が休日を上回ってお

り、「移動（この駅周辺以外の目的地に行く）」との回答は休日が平日を上回っている。 

・性・年代別にみると、「買い物」は女性が年代を問わず利用者が高いのに対し、男性は 60歳

代が約３割と高くなっている。「飲食店」は男性 30歳代以上、「通院」は男女ともに 50～70

歳代以上で高い。 

 

【買い物】 

・買い物利用を居住地区別にみると、海田町（31.1％）、安芸区（28.0％）、府中町（18.8％）

の他に、坂町（27.8％）、呉市（27.5％）も約３割となっており、近隣市町の利用もみられ

る。 

・「買い物」目的は海田町で約４割と最も高く、次いで向洋駅、矢野駅の順となっている。海田

市駅、矢野駅は利用目的の中で「買い物」が第２位となっているが、向洋駅は第４位となっ

ている。 

・海田町の将来人口に関するアンケート調査では、海田町の住みやすい点や魅力、強みとして

「交通の便がよい」、「買物が便利」との意見が挙がっていることからも、海田町の買い物の

利便性が高いことがわかる。 

・海田町まちづくりアンケート調査では海田町の取組環境に関する不満率として産業・雇用の

分野では「商店街の振興」（41.7％）が最も高く、商店街の活性化を望む声が多くみられる。

その他では「大型店舗等による商業拠点の形成」（39.3％）も上位に挙がっている。 

【図表 駅の主な利用時間（平日）】 【図表 駅の主な利用時間（休日）】 
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【図表 海田町の住みやすい点や魅力、強み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 海田町の取組環境に関する不満率（産業・雇用分野）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今回の調査では、向洋駅の買い物利用は１割台半ばであったが、府中町のアンケート調査で

は府中町にある大型商業施設、大型小売店へ外出する頻度は半数以上の人が「週に数日程

資料：平成 27年 海田町の将来人口に関するアンケート調査 
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度」となっており、頻繁に府中町で買い物をしている。この結果から駅周辺での買い物は少

ないが、町内の大型商業施設、大型小売店で買い物をしている人が多いことがわかる。 

また、県内の大型商業施設、大型小売店へ外出する頻度は半数以上の人が「月に数日程度」

と府中町以外の大型商業施設や大型小売店への流出も見られる。一方、地域に関する価値観

として、「近所の商店街には、大型商業施設や大型小売店にはない魅力があるので、行ってみ

たいと思う。」との回答が 75.1％と高く、「現在住んでいる地域に、大型商業施設や大型小売

店が増えれば嬉しく思う。」（67.7％）との回答を上回っており、商店街などの個人商店のニ

ーズもある。 

 

【図表 大型商業施設、大型小売店への外出頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 地域に関する価値観】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【飲食店】 

・利用目的の「飲食店」が上位に挙がっているのは、海田市駅のみとなっており、これは海田

市駅の飲食店の数が他の駅に比べ多いのが要因と考えられる。「食べログ」や「ぐるなび」で

駅ごとの登録飲食店数を検索すると、「食べログ」では海田市駅が 83店、矢野駅が 42店、向

洋駅が 76店、「ぐるなび」では海田市駅が 75店、矢野駅が 39店、向洋駅が 66店となってお

り（平成 29年 12月末現在）、矢野駅、向洋駅の飲食店数は海田市駅に比べ少なくなってい

る。また、消費金額をみると、海田市駅は他の駅に比べ消費額が多くなっており、飲食店の

利用が影響しているものと考えられる。 

 

【通勤通学】 
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・向洋駅はマツダ関連企業が多く所在していることが、「通勤通学」での利用が高くなっている

要因と推測される。 

【通院】 

・「通院」は海田市駅と向洋駅で上位に上がっているが、矢野駅では通院目的が０％となってい

る。海田市駅は個人病院、向洋駅はマツダ病院が駅の近くに存在する。それに対し、矢野駅

は済生会広島病院があるが、約徒歩 20分の駅から離れた場所にあることが一因となってい

る。 

・矢野駅の滞在時間が短くなっているのは、通院の有無も影響していると考えられる。 

 

【公共施設】 

・海田市駅は「公共施設の利用」が 6.8％と他の駅に比べ高くなっている。これは安芸区図書

館、安芸区役所、海田町役場などの利用があるものと考えられる。その他の駅の周辺には公

共施設はみられない。 

 

⑥滞在時間 

・今回の調査では海田駅、矢野駅、向洋駅周辺での滞在時間を聴取した。滞在時間合計では、

「1時間未満」は３割台半ば、「1時間以上」は６割台半ばとなっている。 

・駅別にみると、合計滞在時間（平均）は海田市駅が 93分、向洋駅が 91分、矢野駅が 26分と

なっており、矢野駅の滞在時間が短くなっている。これは、先述の通り、通院、公共施設、

飲食店の利用が少ないことが影響しているものと考えられる。 

 

⑦消費金額 

・平均消費額を駅別にみると、海田市駅が 2,278円、向洋駅が 2,053円、矢野駅が 2,025円と

なっており、すべての駅で合計消費額は 2,000円超となっている。 

・今回の調査では、海田市駅は消費の目的が多岐にわたっている一方、矢野駅は買い物や飲食

店での消費が中心となっている。 

・平均消費額を目的別にみると、「理髪店等のサービス」、「通院」、「買い物」、「娯楽（インド

ア）」の順で消費額が高くなっている。 

・合計消費金額（平均）は海田市駅が 2,278円、向洋駅が 2,053円、矢野駅が 2,025円となっ

ており、海田市駅の消費金額が約 200円分多くなっている。 

  

【図表 平均滞在時間（分）】 

全  体 海田市駅 矢野駅 向洋駅

①買い物 28 36 17 17

②飲食店 62 66 20 53

③クリーニング 0 0 0 0

④理髪店等のサービス 90 105 0 75

⑤通勤通学 60 20 0 62

⑥通院 109 72 0 127

⑦公共施設の利用 88 90 0 60

⑧アウトドアレジャー 300 0 0 300

⑨娯楽（インドア） 147 147 0 0

⑫その他 176 162 150 213

合計 85 93 26 91

【図表 平均消費金額（円）】 

全  体 海田市駅 矢野駅 向洋駅

①買い物 1,849 1,810 2,074 1,772

②飲食店 1,323 1,360 600 1,250

③クリーニング 0 0 0 0

④理髪店等のサービス 5,000 5,250 0 4,750

⑤通勤通学 453 360 0 458

⑥通院 2,623 3,069 0 2,408

⑦公共施設の利用 353 353 0 0

⑧アウトドアレジャー 1,000 0 0 1,000

⑨娯楽（インドア） 1,520 1,520 0 0

⑫その他 2,475 1,856 0 4,333

合計 2,166 2,278 2,025 2,053
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【図表 駅利用状況のまとめ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 海田市駅 矢野駅 向洋駅 

利用者 

性年齢 女性 40～60 歳代 
女性 40歳代、女性 60～70
歳代 

女性 40歳代、女性 60～70
歳代 

職業 
専業主婦（主夫）、会社員、
パート・アルバイト 

会社員、学生、専業主婦（主
夫） 

会社員、無職、専業主婦（主
夫） 

居住地区 安芸区、海田町 安芸区 府中町、安芸区、南区 

移動手段 JR、徒歩、自転車 バス、徒歩、JR JR、徒歩、自転車 

利用 
時間 

平
日 

行き 
９時～11 時、７時～９時、 
11 時～15時 

７時～９時、９時～11時、 
始発から７時 

７時～９時、９時～11時、 
11 時～15時 

帰り 
15時～17時、17時～19時、 
11 時～15時 

17時～19時、15時～17時、 
19 時～21時 

17時～19時、15時～17時、 
11 時～15時 

休
日 

行き 
９時～11時、11時～15時、 
７時～９時 

９時～11 時、７時～９時、 
11 時～15時 

11時～15時、９時～11時、 
７時～９時 

帰り 
17時～19時、15時～17時、 
11 時～15時 

15時～17時、11時～15時、 
17 時～19時 

17時～19時、11時～15時、 
15 時～17時 

利用目的 買い物、飲食店、通院 買物、仕事 通勤通学、通院、買い物 

滞在時間(平均) 93 分 26 分 91 分 

消費金額(平均) 2,278 円 2,025 円 2,053 円 

H27乗車人員 
(１日平均) 

9,560 人 8,121 人 10,728 人 

立地 
特性 

公共施設 
安芸区図書館、安芸区役
所、海田町役場 

－ － 

観光・ 
宿泊施設 

海田シティホテル、 
海田中央ホテル 

－ マツダミュージアム 

商業 
施設 

コープ、ウォンツ、マルシ
ョク、スーパードラッグひ
まわり、イオン 

おかず工房、アーベル矢野
店、フジグラン、万惣、ゲ
オ 

万惣、藤三、フレスタ、ク
スリ岩崎チェーン、ウォン
ツ、エディオン 

病院 個人病院 広島病院 マツダ病院、個人病院 

学校等 
小・中・高等学校、専門学
校、自動車学校 

保育園、小・中・高等学校 保育園・幼稚園・小学校 

周辺状況 
・駅北東側は住宅地 
・駅南側は学校が多く点在 

・住宅地に囲まれている 
・駅西側は工業地帯 

・住宅地に囲まれている 
・駅西側はマツダ広島本
社、工場有り 

付近の 
国道 
県道 

国道２号線 
県道 151 号線、164 号線、
197号線、274号線 

国道 31号線 
県道 34号線 

県道 164 号線 

バス 

済生会広島病院前、北新地
二丁目、広島バスセンタ
ー、海田総合公園/堀川町
方面行きバス有り 

熊野営業所/絵下山入口、
矢野ニュータウン公園、広
島国際大学、矢野ニュータ
ウン南方面行きバス有り 

矢野駅前/熊野営業所、広
島バスセンター、桜ヶ丘・
清水ヶ丘団地入口方面行
きバス有り 

駅構造
等 

出入口 
改札口 

出入口 ２か所 
改札口 １か所 

出入口 ２か所 
改札口 １か所 

出入口 ２か所 
改札口 ２か所 

絽線名・ 
方面 

山陽線 西条・三原方面 
広島・岩国方面 

呉線 呉・広方面 
広島・岩国方面 

呉線 呉・三原方面 
広島方面 

山陽線 広島・岩国方面 
西条・三原方面 

呉線 呉・広方面 
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５ 今後の方向性 

①消費者のニーズの把握 

・今回の調査では地域の活動拠点である海田市駅、向洋駅、矢野駅の駅利用者の行動実態と

消費実態に重点を置いて調査を行い、３駅の利用者特性が明らかになった。利用者の性年

齢や職業、駅の利用目的、時間帯など利用者の特性に応じて、サービスの提供内容を検討

することが重要である。 

・さらに、今後は消費者意識に重点を置き、地域内での買い物とサービスの利用状況、満足

度を調査し、消費者意識・行動をより詳細に分析することが求められる。また、地域に必

要な店舗やサービスなど多様化する消費者のニーズを捉え、消費者のニーズにあった特色

ある店舗づくりやサービスを提供することが重要である。 

 

②商業の活性化のための取組の検討 

・小規模事業者はディスカウントショップや郊外型の大型店舗への消費者の流出や、消費者

ニーズの変化や需要の低下による売り上げの減少などさまざまな問題を抱えている。海

田・府中・安芸地域についても、近年商店数は大きく減少しており、空き店舗もよく見ら

れるようになった。 

・このような状況の中、地域の商業機能の活性化を図るためには、商工会と地元商店の連携

による消費者を巻き込んだイベントの開催や空き店舗の活用、店舗やまちづくりに関する

情報発信などの取組が重要となる。下表にまちの賑わいや商業の活性化に効果的だった取

組を「まちづくりの有望事例」としてまとめている。これらの事例を参考に、海田・府

中・安芸地域の課題解決のために必要な取組を検討していく必要がある。 

 

 

【まちづくりの有望事例】 

市町村名 取組内容 

新潟県新潟市 
民間主体でのシャッター通り長屋の改修・テナントミックスによる空き店

舗ゼロ達成 

長野県佐久市 商店街が空き店舗を市民ニーズに応じてデザインし、賑わい施設に再生 

鳥取県米子市 
商店街のエリア毎のまちづくり会社による拠点づくりと相互連携による賑

わい再生 

島根県江津市 ビジネスプラン・コンテストや企業家支援体制構築による創業・移住の促進 

愛媛県四国中央市 商店街の空き店舗を活用した多世代交流拠点づくりによる賑わいの創出 

秋田県大仙市 
まちなかへの都市機能の集約と地元商店主の新たなチャレンジによる賑わ

いづくり 

埼玉県秩父市 商店街が主体となったナイトバザールや交流拠点の整備等による賑わい再生 

佐賀県佐賀市 
空き地を使ったコンテナ広場を核としたまちなかでの起業連鎖によるコミ

ュニティ再生 

宮崎県日向市 
駅周辺再整備での官民連携のプロジェクトマネジメントによる賑わい拠点

の形成 

※詳細については参考資料に掲載している 
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駅利用者アンケート 
※このアンケートは本日電車を利用する方を対象としています（予定も含む） 

１－１．性別 ①男性 ②女性 

１－２．年齢 
①20歳未満 ②20歳代 ③30歳代 ④40歳代 
⑤50歳代 ⑥60歳代 ⑦70歳以上 

１－３．職業 
①会社員 ②公務員・団体職員 ③自営業 
④専業主婦（主夫） ⑤パート・アルバイト ⑥学生 
⑦無職 ⑧その他（                 ） 

１－４．お住まいの 

地区 
①中区 ②南区 ③安芸区 ④府中町 
⑤海田町    ⑥坂町    ⑦呉市    ⑧その他（          ） 

１－５．同居者 
①配偶者 ②子ども ③孫 ④親 
⑤その他（              ） ⑥同居者はいない 

 

問１ 現在の状況をお答えください。（１つに○）また、この調査票を受取った時刻はいつですか？  

 

問２ 自宅の最寄り駅をお答えください。（１つに○） 

①向洋駅  ②海田市駅  ③安芸中野駅  ④中野東駅  ⑤瀬野駅  ⑥矢野駅  ⑦坂駅  

⑧水尻駅  ⑨小屋浦駅  ⑩広島駅    ⑪天神川駅  ⑫その他（          ） 

 

問３ 自宅等から当駅まで、当駅から目的地までの移動手段について、下表より番号をお選び下さい。 
また、目的地の施設名・所在地をご記入ください。 
※交通機関を複数利用した場合は、最も所要時間が長いものを１つお選びください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
問４ 当駅の利用頻度をお答えください。（１つに○） 

①ほとんど毎日    ②週３～４回くらい    ③週１～２回くらい    ④月２～３回くらい 

⑥月１回くらい    ⑦年に数回くらい     ⑧年に１回以下      ⑨初めて 

 

問４で①～⑥を選択した方におうかがいします。 
問５ 当駅の主な利用時間をお答えください。（平日、休日別に行き・帰りの時間をお答えくださ
い） 

平 日 行きの時間 午前・午後    時台 帰りの時間 午前・午後    時台 

№  調査場所 
海田市駅・矢野駅・向洋

駅 
調査日 9/8・9/9 調査員名 

 

①電車に乗る    ②電車から降りた  調査時刻：（     ）時（     ）分頃 

【下表：交通機関】 

①ＪＲ ②バス ③タクシー ④自家用車 ⑤自転車 ⑥徒歩 ⑦その他（           ） 

１．調査票 

調査地点 
（駅） 

①交通機関 ②交通機関 

居住地 
施設名 所在地

（例）病院 （例）広島市中区紙屋町

目的地（主要な目的地を１つお書きください）
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休 日 行きの時間 午前・午後    時台 帰りの時間 午前・午後    時台 

問６ この駅（海田市駅・矢野駅・向洋駅）周辺での本日の行動内容をお答えください。（予定も含め

てお書きください） 

①～⑫のうち、利用目的すべてに◯をつけ、それぞれ滞在時間と消費金額をお答えください。 

 

利用目的 滞在時間 消費金額 

(例)①買い物 （     ６０    ）分 
（    ３，５００   ）

円 

①買い物 （           ）分 （           ）円 

②飲食店 （           ）分 （           ）円 

③クリーニング （           ）分 （           ）円 

④理髪店等のサービス （           ）分 （           ）円 

⑤通勤通学 （           ）分 （           ）円 

⑥通院 （           ）分 （           ）円 

⑦公共施設の利用 （           ）分 （           ）円 

⑧アウトドアレジャー （           ）分 （           ）円 

⑨娯楽（インドア） （           ）分 （           ）円 

⑩仕事   

⑪移動 

（この駅周辺以外の目

的地に行く場合） 

  

⑫その他
（        ） 

（           ）分 （           ）円 
   

～アンケート調査は以上です。ご協力ありがとうございました。～ 

裏面に続きます  
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２．まちづくりの有望事例 

 

県名 市町村名 事業者名 事業内容 

新潟県 新潟市 沼垂テラス商

店街 

・新潟駅北の信濃川河口近くにある沼垂地区において、シャッタ

ー通りとなった旧市場を再生するため、地元商店主が旧市場全

体を買い取り、地域の暮らしを支える店や個性的な店を募り、

長屋の古いたたずまいを残した「沼垂テラス商店街」として再

生し、空き店舗を解消。 

・商工会議所等と連携した新規出店支援や、朝市等のイベント開

催、名物づくり、商店街の店舗情報に限らず、地域の歴史等に

関する情報をＳＮＳ等で発信するなどの取組により、来街者の

増加につなげている。 

長野県 佐久市 岩村田本町商

店街 

・中山道岩村田宿から続く市中心部の岩村田本町商店街におい

て、将来への危機感を持った青年会が中心となり、商店街組織

を一新し世代交代を実現。責任感と団結心の下、経営塾を結成

し、将来ビジョンを研究。 

・「商店街はコミュニティの担い手」というビジョンに基づき、

住民アンケート等から必要となる施設をデザインし、空き店舗

を活用して起業育成施設、子育て支援施設、学習塾等に再生。 

 

鳥取県 米子市 中心市街地の

商店街 

・空き店舗が急増した街中の商店街において、タウンマネージャ

ーの助言等により、商店街のエリア毎に有志らによりまちづく

り会社を設立。各自が身の丈にあった事業を実施することで、

事業リスクを抑えつつ、独自性を持ったまちづくりを実施。さ

らに相互連携したイベント開催等により、まちなかの賑わい再

生に貢献。 

島根県 江津市 ＮＰＯ法人、

企業家支援コ

ンソーシア

ム、空き家バ

ンク 

・空き家バンク等の受け身のＵＩターン促進策だけでは、リーマ

ンショックを機に移住希望者が減少したことから、攻めの対策

に転換。挑戦意欲のある若者を発掘し、地域の課題解決につな

がるビジネスを募集する「ビジネスプラン・コンテスト（Go-

con）」を開催。 

・官民連携により、受賞者等の創業サポート環境を構築したこと

で、空き店舗を活用した創業・移住者が増加。 

愛媛県 四国中央

市 

川之江栄町商

店街 

・まちなかの川之江栄町商店街において、空き店舗を活用し、市

内各地や個人の情報発信拠点として「みんなの広場『四国中央

ドットコム』」を整備。ＮＰＯ法人「にっこり～の」と協働し

コミュニティスペースとして運営。 

・高齢者のクラブ・サークルや子育て世代の活動の場を提供する

ことで、まちなかに人を呼び込むことに成功。四国中央ドット

コム周辺の空き店舗に観光物産館や、カフェ等の店舗の開設に

つながっている。 
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県名 市町村名 事業者名 事業内容 

秋田県 大仙市 中心市街地 ・地域中核病院の移転など、医療・福祉・健康・交通等の都市機

能をまちなかに集約し、交流結節点として賑わいを生み出すと

ともに、商店街への回遊機会を創出。 

・地元商店主らが中心となって設立されたまちづくり会社「ひな

び大曲」が、特に女性をターゲットに新たな都市集積からの人

の流れを商店街に呼び込むため、古い内臓を商店、交流施設を

兼ねるまちなか拠点施設としてリノベーションするなど、新た

な顧客獲得の取組を進めている。 

埼玉県 秩父市 みやのかわ商

店街 

・秩父駅前に位置するみやのかわ商店街では、「できるものは何

でも挑戦する」という姿勢で、約 30年にわたりナイトバザー

ルを継続開催するなど、リピーター・お得意先づくりに取り組

むことで、空き店舗ゼロを達成。 

・手助けが必要な高齢者の日常生活の支援や地域住民の交流拠点

の整備といった、高齢化社会のニーズにいち早く対応すること

で、地域貢献を図るとともに商店街の賑わい再生につなげてい

る。 

佐賀県 佐賀市 民間事業者、

ＮＰＯ法人ユ

マニテさが 

・まちづくり会社が借り受けた空き地に、民間の知恵をいかし

て、低コストのコンテナを活用したコミュニティスペースや図

書館等を設置。住民と協働で管理し、多世代が交流するまちの

賑わい拠点を形成。 

・ここを拠点に周辺の空き店舗等が様々な店舗、シェアハウス等

に生まれ変わる連鎖が発生。空き店舗と企業家のマッチングも

始まり、町の回遊性の向上、コミュニティ再生による地域価値

の向上につながっている。 

宮崎県 日向市 駅前交流広

場、駅前商店

街 

・鉄道により分断されていた駅前を立体交差化し、駅前交流広場

等を整備。検討段階から市民が積極的に参画し、駅舎等に地元

産の杉を多く使用するなど、交流広場への愛着や管理・活用意

識が生まれ、市民主体の美化活動やイベント企画による地域コ

ミュニティ活性化、賑わいの創出に寄与。 

・駅前商店街において、地元木材を活用したまちづくりのコンセ

プトの下、魅力ある商業集積事業を展開。 

東京都 品川区 中延商店街 ・半径 700m 内に約 1万人近い高齢者が住む中延商店街では、高

齢者対応が街づくりの課題と考え、地域通貨を使った有償ボラ

ンティアサ－ビス、「街のコンシェルジェ」を導入。登録も利

用も商店街の半径 700m内に住む人に限定し、利用者はク－ポ

ン券綴を購入し、受けたサ－ビスに応じてク－ポン券で支払

う。そのク－ポン券は地元で使える 500円の共通商品券に交換

され、商店街にも貢献する「地域循環型のシステム」となって

いる。 

新潟県 新潟市 新潟市上古町

商店街 

・大型店舗の進出や商店主の高齢化などによる町の衰退に歯止め

をかけるべく「上古町まちづくり推進協議会」を発足。情報発
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信の重要性を認識し、情報発信ツールを整備し商店街に足を運

んでもらうため、「上古門前市」や「かみふるまち食の福袋」

など個性的なイベントを開催。 

・商店街振興組合の設立後、老朽化したアーケードを改修。「商

店街の雰囲気に惹かれた」、「商店街の雰囲気と店のコンセプト

が合う」という理由から若手経営者による個性的な店舗が増

え、空き店舗率は年々減少し、店舗やまちの温かい雰囲気など

が話題を呼び、来街者も増加。県内外からの出店希望の打診

や、他商店街からの視察も多く訪れている。 

新潟県 新潟市 旧新津市の中

心市街地 

・中心市街地の空洞化が進展し、空き店舗率が増加。空き店舗対

策の一環として「家賃スライド制」を導入した。物件所有者

が最小限必要な費用を「物件賃借料」として定めてテナ

ントを募集するため、テナント側では「賃借料（家賃）」が

抑えられ固定費の負担が軽減、物件所有者も毎年度必要最低限

の収入が確保でき、毎年度契約を更新するため不動産会社にも

手数料収入が入り３者がそれぞれ得をする制度となっている。 

・この取り組みが始まり、４ヶ月で２件の賃貸契約が締結、これ

まで人通りが少なかった商店街の一角に、元気で楽しい声が響

き渡るようになった。 

香川県 観音寺市 中心市街地商

店街 

・かつてまちなかにはパン屋が多かったのが大型店の出店等で減

少し、現在の商店街には衣料品店が多く業種の偏りがある現状

をみて、観音寺が発祥の地である「ショップ・イン・ショッ

プ」を発展させ、商店街の個店に臨時にパン店が出店する「パ

ン・ストリート」を企画。香川県を中心に四国各地から 32 店

舗が出店した。 

・イベント情報はチラシだけではなく、SNSを通じて情報発信し

たことにより、遠方からの来場も多く、１万人が来場した。商

店街の自主財源でこれほどの集客を生み出したことは大きな事

業成果となり、観音寺のまちなかで出店を検討するパン店もあ

った。この取り組みは、地元の生活者に商店街を再認識する契

機となるとともに、SNSなどを通じて広域からの集客の可能性

が見られた。 

愛知県 岡崎市 中心市街地商

店街 

・隣の豊田市にあるトヨタ自動車の関連企業の進出により、ベッ

トタウンとして人口の微増が続いているが、中心市街地では、

モータリゼーションの進展や大規模集客施設の中心市街地外へ

の出店による衰退が顕著となり、まちの課題と活性化への取組

として「まちゼミ」を開催。 

・商店主が講師となって、専門的な知識や情報、技術等を無料で

お客さんに伝えることで、新規顧客の獲得や信頼関係作り、新

規顧客のニーズを直接把握し店舗作りに活かせるというメリッ

トがあり、商店街にとっても店を一斉に紹介でき、商店街全体
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のアピールにつながる。お客さんも、「商店街に来やすくなっ

た」、「信頼できる店に出会えた」など満足度が高く、参加者も

年間 3,000人となっている。 

福岡県 久留米市 中心市街地エ

リア商業 

・中心市街地エリアの南北に大型病院が 2 つあり、県内外からの

通院や見舞いに訪れる人が多く、公共交通機関を利用する高齢

者などは中心市街地を経由するため、回遊性の向上が求められ

ている。このような状況を背景に、「人に優しいスローライフ

が輝く街」を基本コンセプトとし、高齢者や障がい者の外出を

手助けする「タウンモビリティ」や、空きビルを活用した生涯

学習拠点「六ツ門大学」、地域の食文化を広く発信する「B 級グ

ルメの聖地（まち）事業」を実施。 

・事業は地域に定着し継続的に取組まれており、来街や賑わい創

出面で効果を発揮。活動を進めるなかで NPOをはじめとする市

民活動グループが育成され、今後、地域活性化やコミュニティ

づくりの分野で大きな力になることが期待されている。 

福井県 小浜市 小浜駅通り商

店街 

・小浜駅通り商店街では、減少傾向にあるにぎわいを取り戻そう

と、老舗旅館の廃業に伴い譲り受けた建物を改修し「はまかぜ

プラザ」としてオープン。定期的なイベントによりお店のファ

ンづくりや売上に結び付く仕掛けをしている。 

・毎朝 10時に商店街のスピーカーからラジオ体操を流し、店主

などが各店舗の前に並び「ラジオ体操」を行い、店主などが毎

朝顔を合わせることにより、店主同士などの関係づくりに寄与

している。 

東京都 青梅市 青梅市中心市

街地 

・青梅市の中心市街地では、商業者の高齢化や後継者不足などに

より商業機能が低下。中心市街地の一部について空き店舗の調

査を行い、空き店舗増加の危機感が関係者間で共有されていた

ことを背景とし、空き店舗対策事業「アキテンポ不動産」を立

ち上げる。物件情報は、ギャラリー、ツアー、Facebook ページ

ほか、複数の手段で発信を行い、貸主と借主のマッチングを重

視し契約をすすめ開業者を呼び込む取り組みとなっている。 

資料：平成 29年３月内閣府地方創生推進事務局 

「稼げるまちづくり取組事例集『地域のチャレンジ 100』」 

資料：独立行政法人 中小企業基盤整備機構「まちかつ！ちいきクローズアップ」

（http://machi.smrj.go.jp/machi/closeup/bunrui.html） 
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【稼げるまちづくり取組事例 詳細】 
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【まちかつ！ちいきクローズアップ】 

市町村名 URL 

東京都品川区 http://machi.smrj.go.jp/machi/closeup/town/070928nakanobe.html 

新潟県新潟市 

（新潟市上古町商店街） 
http://machi.smrj.go.jp/machi/closeup/town/120817niigata.html 

新潟県新潟市 

（旧新津市の中心市街地） 
http://machi.smrj.go.jp/machi/closeup/town/101001niitsu.html 

愛知県岡崎市 http://machi.smrj.go.jp/machi/closeup/town/111118okazaki.html 

香川県観音寺市 http://machi.smrj.go.jp/machi/closeup/town/170118kanonji.html 

福岡県久留米市 http://machi.smrj.go.jp/machi/closeup/town/120928kurume.html 

福井県小浜市 http://machi.smrj.go.jp/machi/closeup/town/120120obama.html 

東京都青梅市 http://machi.smrj.go.jp/machi/closeup/town/160715ome.html 
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